
第４２回防衛問題セミナー 

 

ただいまから北関東防衛局主催による第４２回防衛問題セミナー「豊かな日本海をマモ

ル！～新潟開港１５０周年を迎えて～」を開催いたします。最初に私ども主催者を代表いた

しまして北関東防衛局次長の佐藤隆章より開会のご挨拶を申し上げます。 

 

北関東防衛局次長の佐藤でございます。本日はお忙しいところ、多くの皆様にご来場いた

だき心から御礼申し上げます。主催者を代表いたしまして、皆様に一言ご挨拶を申し上げま

す。 

私ども北関東防衛局は全国に８つある、防衛省の地方支分部局の１つでして、関東信越地

方のうち神奈川県を除く一都七県を管轄し、業務のひとつとして防衛省の政策広報を行っ

ているところです。 

このセミナーも、防衛省・自衛隊の様々な取り組みについて、国民の皆様のご理解を深め

ていただけるよう専門家の方々をお招きし、講演を行っているものです。 

さて、今年の１月１日には、新潟港が安政の五か国条約により開港し、開港１５０周年を

迎えるものと承知しています。海洋国家である我が国は古くよりユーラシア大陸との交流

を、日本海を通じて行っていました。環日本海の地域において、新潟は経済や文化が交流す

る拠点であり、日本を代表する都市です。他方、日本海の対岸には、ロシア・中国といった

大規模な軍事力を有する国々が存在し、安全保障上の課題が存在しています。このように日

本海を巡る国々の関係は、経済や文化などの要素と安全保障の要素が複雑に絡み合ってい

ます。 

 そこで本日のセミナーはこれらの点に着目し「豊かな日本海をマモル！～新潟開港１５

０周年を迎えて～」をテーマとして開催します。第１部では「日本海交流の新時代を展望す

る～みなとまち新潟の拠点性発揮をめざして～」と題し、新潟国際情報大学・平山征夫顧問

からご講演いただき、第２部では「日本をマモル！～海上自衛隊による日本海の防衛態勢～」

と題しまして、海上自衛隊舞鶴地方総監・中尾剛久海将からご講演いただきます。 

 このセミナーが我が国を取り巻く安全保障環境や、防衛省・自衛隊の取り組みについて、

ご理解を深めていただく絶好の機会となることを願っております。 

 最後になりますが、本日のセミナーを開催するにあたりご後援をいただきました、新潟

県・新潟市・新潟開港１５０周年記念事業実行委員会、その他関係者様の皆様方に厚く御礼

を申し上げまして、私からの挨拶とさせていただきます。 

 

 

【司会】 

第１部は新潟国際情報大学顧問・平山征夫氏にご講演いただきます。 

講師の平山顧問は昭和４２年３月に横浜国立大学経済学部経済学科修士課程をご卒業さ



れて、同年４月に日本銀行に入行されておられます。新潟支店長・仙台支店長を歴任された

のち、平成４年１０月に新潟県知事に就任されました。３期１２年にわたり知事職を務めあ

げられました。この間のご活躍は、ここにおられる新潟県民の皆様のご記憶にも残っておら

れるのではないかと存じ上げます。知事ご退任後は、国立大学法人長岡技術科学大学特任教

授を経まして、新潟国際情報大学学長に就任されました。同学長は３選されまして、１０年

間務められ、ご退任の後、平成３０年４月から現職の新潟国際情報大学顧問に就任されてお

られます。 

それでは平山顧問、ご講演よろしくお願い致します。 

 

【講師】 

 どうも皆様こんばんは。今日は日本海交流のテーマでお話をさせていただきます。 

 新潟にとって環日本海交流とは、かつて大変重要だったところですが、その割には「最近

あまり聞かなくなった。」とか「言わなくなった。」という感じを持っておられる方も多いの

ではないかと思います。 

  

 実は環日本海交流とは新潟にとっての夢だったわけです。また私たちにとっては、１９８

５年にゴルバチョフ氏がロシアで政権をとるわけですが、１９８０年代の後半にペレスト

ロイカが始まって以来、対立の海、交流できない海だった日本海がようやく平和と交流の海

に変わったわけです。それまでは多分皆様の意識もそうですが、ほとんどが日本海を背にし

て太平洋側のアメリカの方だけを見ているという感じだったと思います。それがいよいよ、

私が日銀の新潟支店長の時に後ろを向いて我が海、日本海を見るという時代が来たのです。

私も支店長の時、そのことをつくづく感じながら見ていたのですが、当時画期的なテレビが

放映されました。それはＮＨＫ新潟支局の支局長が中心になって作った環日本海の特別番

組でした。新潟のＮＨＫは、関東の他の支局と違って、独自番組を作ることが許されている

ところです。他は、大体みんな関東一様の同じニュースが流れるわけですが、新潟は独自の

番組を作れるということで、当時の支局長は張り切って、幕開けの環日本海をテーマに取り

上げました。コーディネーターを務めたのが、当時の新潟大学の先生だったと思いますが、

支局長と新潟大学の先生のコンビで、この番組は大きな刺激を新潟に与えたのが、私の支店

長時代の大きな記憶で残っています。それと同時に、佐野藤三郎さんと藤間丈夫さんという

ふたりの先人がこの問題に取り組んでいました。佐野さんはご存じの様に亀田郷の土地改

良区の理事長でありました。湿田を美田に変えた手腕を買われ、黒龍江省三江平原の改革に

中国から呼ばれて活動していました。藤間丈夫さんは当時、日海研、つまり日本海研究会を

作り、日本海交流の先駆け的な調査、レポートを書いた方です。体が不自由にも関わらず、

敢然とチャレンジされていました。こうした先人の活動の元に、新潟がいち早く環日本海交

流、日本海が平和と交流の海に変わったときに、スタートダッシュをとることができたのだ

ろうと思います。 



そんな中で突然、知事選に出るということになり、今でも覚えていますが、仙台から車で、

青年会議所の連中に荷物を運んでもらい、仮の住まいで生活しながら、今のＡＮＡホテルで

すが、あそこの一角に部屋を借りて、そこで「今日中に公約を作ってくれ。」と言われて一

晩で公約を作らないといけない。「対立候補はもう発表しました。」とマスコミの皆様に言わ

れて、やむなく徹夜で作ったのですが、その柱になったのは皆様が覚えているかどうかわか

りませんが、日本海関越ベルト地帯振興構想というなんとなく堅苦しいのですが、日本海を

横に行って東京から関越を縦に見るとその結節点が交わるところが新潟です。そしてそれ

は海を渡ってシベリア・ランドブリッジでヨーロッパまで行くという時代の結節点、中心に

なるのが新潟だと。これが新潟の拠点性として大いに活かされるべきだということを公約

に書いて、そのベルトとして産業ベルト、情報ベルト、交流ベルト、輸送ベルト、環境ベル

ト、グリーンベルトと、６つのベルトを項目別に政策を盛り込んだのが私の第１回目の選挙

公約になりました。一晩で作ったのですが、後で見て間違ってなかったと、新潟の大きな夢

を実現するのだ、これによって日本海交流の拠点になろうというのが、この構想の下でスタ

ートした第１期目の私の知事としての大きな役割だと認識しました。 

もっとも知事になってみて、韓国から日本海・環日本海、この言葉に対してかなりクレー

ムが付き出しました。東海（トンヘ）は、東の海だと韓国では言っていますので、日本海は

日本の海だと主張するのかと。今、日韓関係が非常に悪化していますが、当時はそれほど悪

くはなかったのです。名前に対するこだわりは韓国側には強くて、藤間さんや新潟大の何人

かの先生方の中には両方が折り合える「緑の海」など、いろいろ提案がありましたが、私は、

日本では長年日本海と言うのだから、向こうは東海と言いたければ東海で良いではないか。

我々は日本海。向こうは東海。割り切れば良いということを言っていたのです。 

「ＥＲＩＮＡ（エリナ）」といわれる環日本海経済研究所を作るということをすぐにやり

ました。この地域の経済研究をやるシンクタンクを作ろうと。そして、そのときに環日本海

経済研究所というよりも、北東アジア経済研究所にした方が良いかもしれない。なぜなら

「環」というのは「へり」ですので、日本海の海に沿った周りをへりの様に、輪の様に研究

する研究所になってしまうので、もっと目として広い北東アジア、ノースイーストアジアと

いう地域を考えれば英語の方が良いかもしれない。それで、日本語で環日本海経済研究所、

英語でノースイーストアジアとしました。その英語名を、「Economic Research Institute for 

Northeast Asia（エコノミック・リサーチ・インスティチュート・フォー・ノースイースト・

アジア）」。この頭のところをとったら、「ＥＲＩＮＡ」となります。県議会で議員さんから

「知事、せっかく作るなら立派な経済研究所を作ってほしい。」という応援をいただきまし

て、そのとき答弁で思わず「儲かる様なシンクタンクを作ってほしいという励ましもいただ

きましたけれども、シンクタンクで儲けるのは大変なことです。ですからこれを艱難シンク

タンク（艱難辛苦タンク）と言うのです。」なんてダジャレを言って、後で議事録から何字

抹消の羽目に陥ったこともありました。 

でもＥＲＩＮＡができて、しっかりとした研究をしてくれたのが大きな支えになり、そし



てそれが事務局となって北東アジア経済会議というものが毎年新潟で開かれるようになり

ました。ますます盛んになっていきました。来る人も多くなりました。日本でもこの地域と

しては最大の会議になりました。残念ながら今、当時の半分以下の規模に見えますが、例え

ばロシアの代表が来てスピーチするのに「君たちは防毒マスクをつけながら、それでも花の

良い匂いを嗅ぎたいと言っている様なものだ。」、「川の前に座って流れが冷たいからと言っ

て、川を渡らないでいる。」などと言われました。要するに、ロシアの極東地域に投資をし

ない日本に対する批判なのです。こういうリスクが高いところに、日本人から見れば投資は

まだ出来ない。そこから始まった環日本海交流でしたけれども、理解１０年と私は言ってい

たわけですが、段々とメンバーの顔がお馴染みになって理解が深まっていくにつれて少し

ずつ投資が進み始め、そしてまた関心も進むようになりました。 

そうしている間に北朝鮮の拉致問題が動き始めました。１９９７年に拉致被害者家族の

横田さんたちが知事室に来て「いよいよ声を上げて運動を始めたい」ということを言い出し

ました。１９９７年に動き始めたのは、北朝鮮から脱北した元スパイが韓国に来て、拉致し

てきた少女でえくぼのかわいい子がいたと言ったからです。そこからうちの子ではないか

ということで、それで韓国に会いに行って確認したところ、間違いないと。それではもう黙

っている時代ではない。身辺に危険が及ぶかもしれないから黙っていようと言っていたと

ころから、声を出して運動を始めたわけです。第１号の応援に、もちろんサインしましたが、

そこから始まった運動です。そうして拉致問題も併せて動き始めて、環日本海交流の中で、

こういう非常に重い問題を抱えながらも、新潟としての運動をリードする立場になりまし

た。 

北東アジア経済圏構想ということを、その頃から盛んにこの北東アジア会議で言うよう

にしました。ノースイーストアジア。日本・韓国・中国・ロシア、そしてモンゴル。概ねこ

の５カ国なのですが、この北東アジア経済圏構想をやるときに、最大の問題は、１番目には、

第二次世界大戦の戦後処理がまだ残っているということです。完全に片付いて平和な状態

で交流できる状況ではない。北方四島の問題、竹島の問題といろいろ残っています。国交が

正常化してないところもある。北朝鮮問題とかもある。 

２番目はそれぞれの国が、国全体を対象とする経済圏ではない。中国だと東北三省の黒竜

江省・吉林省・遼寧省の３つだけです。日本も日本海側の各県だけです。日本政府に北東ア

ジア経済圏と言っても、何処の話という感じです。外務省と当時の通産省（現在の経済産業

省）の課長クラスをこの経済会議に毎回呼んだのですが、彼らの言い分は「なんでこんな会

議やっているのだ。」という感じです。しかも東京でやったとき、通産省の課長は「今時ま

だ日本語でやっているのか。」９０％以上日本人しかいない会議でもそういうことを言われ

ました。 

そして３番目。これが一番重要なのですが、経済の発達状況が全く違う。しかしながら、

差がありながら、北東アジア経済圏がまとまると 1 つのエナジーを発揮する。なぜならば、

労働力を持っている国、資源を持っている国、資本を持っている国、技術力を持っている国、



それぞれが別々なのです。日本はその中で資本と技術を持っている。そして、中国は当時、

労働力を持っていました。今は労働力だけではなくて、資本も技術も持っているかもしれな

い。そして、そういう国々同士が上手く組み合わされたときに、本当の力を発揮するという

経済圏であるということで、北東アジア経済圏構想を唱える重要な標語、大事な言葉を２つ

唱えました。 

１つは「互恵」です。自国だけ経済的に豊かになるために北東アジア経済圏を利用するの

ではなくて、全ての国にとってこれが重要であり、お互いが豊かになるための仕組みだとい

うことです。組み合わせができなければ豊かになれません。遅れている地域は特にそうです。

それが互恵の精神です。 

もう 1 つは、「予防的平和外交」です。互恵の精神を発揮することによってお互いの理解

が深まれば、そこにおいて予防的に平和外交が地方政府でもできるのではないかと考えた

ところです。 

そうやって防毒マスクを被って花の匂いを嗅ぎたがっていると言われながらも、交流を

深めてきて少しずつ進み始めたのですが、あるとき、このままだと交流が本当の意味の経済

的交流に発展するのだろうかという思いがありました。当時、ＥＲＩＮＡには理論と実践、

両方を目指そうということで、大手の商社にいた実務のできる所長を迎えて、この人は凄い

人で商売やっていましたから実践はできますが、一方で語学の達人で英語はもちろんロシ

ア語と中国語も両方できるのです。ですから本当にＥＲＩＮＡ（エリナ）にとってうってつ

けの人なのです。この人を中心に理論と実践を両方やって、少しずつ商売が始まって動き出

したのです。 

少し地図を見てください。逆さ地図です。これはよく見る地図かもしれません。日本から対

岸を見るのではなくて、逆から見たものです。そうするとこの日本海域、あるいは北東アジ

ア地域といわれる地域の中心はどこか、日本のどこにあるか。これはおそらく新潟だと私は

言ったのです。この地図、最初に日本がこの地域と交流するときに新潟がいかに重要な地域

であるか、かつて江戸時代から中心であり、この地域と交流はありましたけれども。そして、

対米関係が悪くなった昭和１６年には、新潟から大陸に向かって輸出された貿易量が日本

で一番多くなった時代もありましたが、いずれにしても本来一番隣で近い国、朝鮮半島を渡

って日本に大陸からたくさんの文化が歴史的には伝わってきたわけです。この小さな、多大

な日本海という海を交流の海に変えるのならば、やはり東京との関係で関越、そして日本海、

クロスする新潟から船が出て、飛行機が飛んで来るのだろう、そして福岡と朝鮮半島の近さ

もこれは重要なルートになるのだろうと読んでいたのです。これを最初に使ったのは新潟

なのですが、すぐに富山が使い始めて、なんとこの地図を今日使おうと思ったら富山県に断

らなければいけないということがわかりまして、がっくりきました。 

それでこの関係の中で、北東アジア経済圏構想がなかなか進まないので、ようやく思いつ

いたのが、ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）です。ご存じの様に、アジア太平洋を取

り巻く国々が交流して経済的な協力をやるＡＰＥＣという大きな会議があります。ＡＰＥ



Ｃは太平洋を縁の様に取り巻く国々の交流ですから、かなりたくさんの国です。ＮＡＦＴＡ

（北米自由貿易協定）は北太平洋、カナダ、アメリカ、メキシコです。ＡＰＥＣの地域は非

常に大きいです。その中で北東アジアもその一部になっています。ですから、ＡＰＥＣが存

在することを考えたときに、私としてはＡＰＥＣを見本にして、我々が次に何をやるかを考

えたらどうかということを思いついたわけです。 

そこで始めたのが組織委員会という活動でした。このことはいまや歴史的に遥か彼方に

忘れられていて、ほとんど記録も何も残っていない活動です。しかしながら、ある意味で、

新潟がこういうことをやっていたという事をお話し、記憶の中にもう１回取り戻していた

だくことが、今後の新潟における拠点性の発揮によって、新潟が発展しようという政策を立

てるのであれば、極めて重要なことだと思います。 

ＡＰＥＣの主役になったのは元総理大臣の大平さんです。大平さんが演説の時に唱えた

のです。そしてオーストラリアの大賛成を受けて、ＡＰＥＣを作ったのですが、いきなりＡ

ＰＥＣを作ったのではないのです。初めはＰＥＣＣ（ペック）というものです。ＰＥＣＣと

は政府が入っていない、民間の経済人、学者さん、研究所の人たちなどが入って、この地域

における課題やその解決策を議論していたのです。そのＰＥＣＣがある程度交流が深まっ

たところに政府が入ってきて、政府間会合になったのがＡＰＥＣです。 

ＡＰＥＣを作り上げてきたこの方式を真似しようという構想、北東アジア経済圏構想と

いうものです。そこに政府が入ってくる前に、さっき言ったように国の中の一部の地域がこ

の地域を構成していますので、政府が入ってくるのはＡＰＥＣ以上に難しい。そのことはよ

く分かっていますので、まず各国から何人か集めて、そこで議論を深めて、ＰＥＣＣのよう

なものを作って、それから政府に入ってもらおうということで、それをこの地域の組織委員

会という名前を作って、何回か会合しました。年に２回くらい、新潟だけではなくて他の国

でもやりました。 

最初に考えたのが、北東アジア地域における流通ルート・貿易ルートの確保ということで

す。これは北東アジア輸送廻廊というものです。９つのルートを決めまして、国境のところ

に各国の担当するシンクタンクの人が行って、物流調査と同時に物流及び貿易取引の条件

についての調査を行いました。線路の幅の違いや、荷物を積み替え、そのときの方法、通関・

税関の手続き、というようなことを確認して、輸送廻廊をまとめ、できるだけ早期に９つの

輸送廻廊の整備を行う。従って、各国はそのことに優先的に取り組んでもらうように、我々

がそれぞれの国を訪れてお願いしようということになり、私は中国に行きました。担当の局

長に会って、この中で中国を通るルートについての優先的整備をお願いしたいと申し上げ

たら「わかった、約束しよう。」とすぐに言ってくれました。しかし、中国の先にあるモン

ゴルの輸送ルートは、日本からモンゴルに話してほしいと言うと同時に、日本でも手伝って

ほしいということを言われました。そこで、円借款を使うかどうかを政府と協議しました。

そういうことをやっていたのが組織委員会です。組織委員会では、実にこういうことを緻密

に作り上げて、そしてこの中で特に私が意識したのは、２つの輸送廻廊が北朝鮮と韓国を突



き抜けているということです。このことが重要で、北朝鮮を一緒に発展させるための輸送廻

廊としては重要なのだということを盛んに言ったわけです。 

実はこの輸送廻廊が後で大きな舞台を経験するのです。当時の小泉総理が北朝鮮に行き、

その後に蓮池氏たち５人の拉致被害者が帰ってきました。そんなときに当時の福田官房長

官から知事室に電話があったのです。何だろうと思ったら「とにかく上京する機会があった

ら官邸に寄ってほしい。」と言うのです。何の件か分からないまま福田さんのところに行き

ました。会議中だったのですがすぐ出てきて「新潟は北送船の関係で北朝鮮と特別な関係を

持っているようで、いろいろ情報を持っていると聞いている。何でも良いから知っているこ

とを教えてほしい。」と言うので、いろいろとお話しました。そして、この後北朝鮮との国

交正常化を正式に持ち出して交渉する、戦後の賠償金を払う事も検討し始めていると気が

ついたのです。その時に、北朝鮮について書かれているレポートを持っていたので福田さん

に渡しました。内容は、賠償金払うのだったら、アジア開発銀行に北朝鮮ファンドというも

のをつくって、ＥＲＩＮＡ（エリナ）が発展計画を書くから、北朝鮮の国民にとって経済的

に豊かさをもたらすような、発展的な事業にのみ使えるようにプロジェクトファイナンス

にすることや、拉致問題についてです。そうしたら、福田さんが暫く見て、「これから情報

があったらいつでも教えてほしい。」とおっしゃっていました。そこで福田さんの目に留ま

って、ある意味では評価されました。新潟では一応組織委員会をやって、ＡＰＥＣを目指し

て、ＮＥＡＰＥＣＣを目指してということは覚えておいていただければと思います。 

しかし、私の北東アジア経済圏構想の活動は知事退任とともに終わるわけです。他にも、

物流の他にいろいろな活動をやりました。文化的なものや、実務として荷物を集めるための

活動、いろいろなことを行ったのですが、私にとって一番大きな構想の１つは、やはりこの

北東アジア経済圏構想であり、その拠点としての新潟に本当は北東アジア開発銀行という

ものを別途作りたいということで考えていたのです。アメリカ人の経済学者のサンベ・カッ

ツという人はなかなか熱心で「平山さん作ろう。」って言っていたのですが、日本人ではな

かなか賛成する人がいませんでしたし、国の方でも全くそんなのは無理、アジア開発銀行が

あるのだから、というだけでほとんど取り上げられなかったのです。ＡＰＥＣになれなかっ

たＮＥＡＰＥＣＣは本当にもったいなかったと思います。 

そして同時にもう 1 つ忘れられないのが、北米航路の問題です。ある日突然、ワシントン

州の司法長官をやっていたモンローさんという人が訪ねてきて、話を聞いてみると、シアト

ル、タコマ、ロスなどの西海岸線のアメリカの都市で、中国からの荷物が増えているわけで

す。その荷物を集めて、港に着いた途端に貨車にコンテナを載せてシカゴに向かう。そのコ

ンテナは、日本よりも更に進んでいて、２段積みなのです。列車なのに２段積んでいく。ト

ンネルを高くして、猛スピードでシカゴに向かっていく。シカゴに早く着くほうが勝ち、と

いう都市と鉄道が一体となった競争をやっているのです。シアトルもその一環ですが、その

全体を取りまとめて、中国とアメリカとの輸送廻廊を整備しようというのが北米輸送廻廊

構想で、その中心になっていたのが、副大統領やっていたゴアさんです。ゴアさんがトップ



で、モンローさんはその下に何人かいるサブのひとりでした。全米北米航路建設委員会みた

いなものがあって、そこのリーダーのひとりです。聞いてみてわかったのですが、中国から、

釜山を通って、韓国・ロシア・日本の荷物を集めて、対馬海峡から日本海経由、津軽海峡を

通って北米航路にいくという構想を持っていました。そして、新潟にも寄りたいということ

で来たので、すぐにシアトルに行ってモンローさんの案内で、いろいろなところを見ました。

ロータリーまで出てメイクアップまでしましたが、１番面白かったのは、シアトル・マリナ

ーズに行ったことです。その頃、佐々木投手が行って活躍していたのですが、シアトルのロ

ータリーは全米で２番目か３番目に古いのです。そこでメイクアップしてスピーチをさせ

られたので、「明日日本からシアトル・マリナーズにイチローという選手が来る。私は佐々

木投手とイチロー選手がシアトル・マリナーズを支えて大変な活躍をしてくれると期待し

ているし、多分そうなるだろう。」ということを言ったのです。そんな時期でした。しかし、

この北米航路、津軽海峡を渡って新潟から荷物運んでいくのなら、本当に面白いと思ったの

ですが、その後どうしたのかは、私が知事を辞めた後は話も聞こえなくなったので、非常に

惜しかったと思っています。 

そんな中で、極東アジアのいろんな構想の中で、重要なものの一つがシベリア・ランドブ

リッジです。日本海を新潟から船でシベリアに渡って、シベリア鉄道を使ってヨーロッパま

で行く。これは電気製品などの高額な物にとってみれば、ある意味で非常に早く着く、船よ

り早く着く、飛行機ではちょっと高すぎるというときに１番良かったのですが、シベリアの

極寒の中でマイナス２５度、３０度、４５度というと、専用のコンテナを作らないとパネル

が弾けるという難問がありまして、それを防ぐためのきちんとした温度管理のできるコン

テナを作るのは、当時はまだ無理でした。そう言っているうちに、ロシア経済の混沌の中で、

このルートは一時的にほとんど使われなくなってしまいました。その後経済が復興し、韓国

も伸び、中国も伸びてきて、シベリア・ランドブリッジが大陸側で復活して動き始めたのが、

私のちょうど辞める最後の頃でした。そして、日本政府に言って「早く検討してほしい。」

と言うのですが、これもほとんど関心を持ってもらえませんでした。これも惜しかったと思

っています。新潟にとって大きな課題だったと思います。 

それからもう１つ、サハリンの天然ガスです。これは地球最後の天然資源の宝庫と言われ

ているサハリン１、サハリン２が動き始めていました。日本の商社も絡んでいましたが、ロ

シアという国にある資源開発の中心になって動くのがアメリカの資本であって、それを１

番買いたがって使うのが中国で、大国がここで３つ集まるのです。そこに日本がどうやって

絡むのだということは日本政府にとって大きな課題でした。ところが、いくら言っても日本

の経済産業省は動かないのです。勉強会を作り東京で行いました。私の友人が経済産業省の

局長をやっていて、担当の課長を出席させてくれましたが「東京電力が要ると言っていない

から、サハリンの天然ガスは日本ではまだ必要ない。」というのが彼の説明でした。なんと

いう事を言っているのだろうと。石油は９５日分備蓄しているのに、天然ガスは備蓄の対象

になっていない。資源的には天然ガスの方が、環境的には良いわけだし、距離も近い。私の



夢は、サハリンから海岸線を通って新潟までパイプラインを引いて、新潟の地下に貯蔵する。

地上のタンクは１つ３００億円ぐらいしますから、地下に天然ガスを入れて、そこから東京

に天然ガスを移す。天然ガスは長期契約で、１０年なら１０年引き取ると、需要が減ったか

ら押さえるということは出来ないのです。同じ量を採らなければいけない。そうすると、こ

ちら側に備蓄のためのタンクをいっぱい作らなければいけない。もう１つは、ここから関西

まではもちろん関西から大阪に行っても良いのですが、もう１つはさきほどと同じで、朝鮮

半島を渡って北京まで行くという。北京から東シベリア、バイカル湖にも大きなガス田があ

りますから、あそこから来るパイプラインが北京まで行く、そこでサハリンから来たパイプ

ラインがドッキングする。東シベリアのガス田については、ロシアから日本に乗らないかと

当時の橋本総理のところに話が来ていたのです。視察団を組んで私が副団長でサハリンに

行きました。そのときに思ったのが、さきほど言った予防的平和外交です。エネルギー安保

です。これを使って、中国と日本両方がパイプを閉める権利を持って、サハリンと東シベリ

アから来る天然ガスが両方に行くのです。共存共栄エネルギー安全保障。その中で何かあれ

ば、両方止める権利を持つ。新潟を通って、朝鮮半島に渡っていくということは、この地域

のエネルギー事情の共通の事情の中で安全保障にもなる。エネルギー安全保障上、重要な役

割を果たすだろうと言ったのですが、政府は何の関心も動きも当時はしませんでした。実に

もったいなかったと未だに思っています。サハリンはその後次々と油田が発見されて、これ

からどれだけ出てくるのか、早く参加しておけば良かったという思いでいっぱいです。 

こういう中で知事を退任して、その後の北東アジアの経済圏の動きを見ていますと、北東

アジア経済圏構想というこういうこと自体が、ほとんど新潟では聞かれなくなりました。私

はたまに、北東アジア経済会議に顔を出すのですが、テーマが割合こぢんまりとしてきてし

まって、参加者も半分以下になっていて、なんとなく寂しいです。当時は東西センターと言

うハワイにあるシンクタンクが一緒になって、やり手の本当に有能な中国人の研究者と一

緒になって議論しました。そういう時代から見ると大きく後退し、新潟の拠点性が活かされ

てない感じであります。そういう中で、国家間で何が起ころうと、隣にある国、その向こう

にある国、対岸のこちらにある国、この地理関係は絶対変わらないのです。 

去年、中国の陝西省の西安、昔の長安の都、漢中というと秦嶺山脈というものすごい山が

あるのですが、そこの向こう側に漢中が有り、その先に洋県がある。そこが中国のトキのふ

るさとなのです。その洋県に行ったわけです。洋県に何の要件で行ったかというと、第１回

日中韓３カ国国際トキフォーラムというものが開かれたのです。新潟でもそうですが、今の

佐渡にいるトキのキンちゃんが亡くなって、国産が０になったとき、２羽ヤンヤンとヨウヨ

ウをやっとの思いで貰ってきました。その頃は知事としての１１年間の仕事の中で一番苦

労した仕事でした。そのことをよく見ているのだと思ったのですが、中国は忘れてないので

す。第１回のトキサミットに日本の代表で来て、基調講演してほしいと言われました。その

講演で「日本・中国・韓国それぞれがトキに大きな関わりを持ってきた国々です。しかも中

国と日本は同じ昭和５６年に５羽と７羽のトキを佐渡では自然から保護し、中国では初め



て発見しました。そこから今日まで少しずつトキを増やす努力をそれぞれがしてきました。

このフォーラムが開かれて、関係者がお互いの情報を交換し、協力し合うことはとても大切

なことです。国の関係がどうあろうと、トキに関わる我々はお互い今後とも協力しましょう。

なぜならば、トキには国境がないからです。トキは空を飛んで何処の国に行くか分かりませ

ん。何処に行こうとトキは保護される。トキが大切にされ、トキにとってこの地域が、自分

たちにとって一番住みよい地域であることを私は願っています。」ということを私は言った

のです。 

同じことです。この地域の国の関係は歴史的に今でもいろいろあります。しかし、これか

らのことを考えたときに、永遠にこの地理関係が変わらないとすれば、お互いがお互いのこ

とを知り合い、よく理解して、国家間でどういうことが起きるか分かりませんが、お互いが

お互いのことを尊重し合い、理解し合う。１人１人の国民がそのことを絶対に忘れないよう

にしなければ地域の発展はありません。広域の経済連合なんて唱えられないのです。新潟に

とってそのことが、発展の拠点性の発揮において、重要な政策であることは間違いありませ

んが、先ほど言いました様に、互恵であり、同時に予防的平和的外交でなければいけない。

お互いが仲良くし、お互いが発展する。この輸送廻廊も、今できたのかどうかは分かりませ

んが、おそらく、一帯一路の中で吸収されていっているのだろうと思います。輸送廻廊がで

きて活動されているのはそれで良いのですが、この地域の北東アジア経済圏構想というも

のは、恐らく一帯一路の政策の中でわからなくなっているのだと思います。そのことが良い

かどうか、あるいは新潟にとって、あるいは日本にとってどういう風に考えるべきものか、

もう１度この地域のことを良く考えた方が良いのではないかと思います。 

シルクロードが結構好きで、一昨年ウズベキスタンに行って、去年河西回廊から新疆ウイ

グルまで行ってきました。ウズベキスタンに行ったら、日本人の墓が約百名。戦争で現地に

強制労働で８００名行って、その一割の８０名から９０名ほどの人が亡くなって墓があり

ました。新潟県出身の方が３名います。それを親子三代にわたって守ってくれている、地元

のウズベキスタンのタシュケントの人がいます。桜の木も植えられていました。その墓を守

ってくれている人たちが「私たちはここで日本人の捕虜の働きぶりを見て、とても参考にな

りました。」と言っていました。タシュケントにあるナボイ劇場は大地震の中でびくともし

なかった。それは日本人の捕虜が作ったからです。捕虜が作ったタシュケントのナボイ劇場

のレンガが何個いるか、日本人はすぐに計算できて、何千何百個と持ってきました。そのこ

とから始まって、日本人に対する仕事の手堅さが尊敬されていました。ですから墓を大事に

守ってくれているのです。国の関係がどうあろうと、人と人が接するということは、そうい

う信頼関係を生むのです。私は、国を守るということはとても大事なことですから、この後

の話をしっかり聞かれることをおすすめします。同時に国を守るということはお互いが敵

対関係になることがあるかもしれないという想定の下に、そうならないようにしながら武

力行使をしないようにしながら、どうやって守るかということが一番重要なのですが、同時

に信頼し合う関係をどう作っていくかということがなければいけない。それはこの地域に



おける重要な課題だろうと思っています。もう二度とこの関係の下に、直接携わることはな

いのかもしれませんが、トキの関係はじめ、少しでも新潟が拠点性を発揮するときが来るこ

とを願って、講演を終わります。 

どうもご清聴ありがとうございました。 

 

【質疑応答】 

★：司会  ●：講師  □１～□４：聴衆質問者 

 

★ただいまの講演内容に関しまして、ご質問等ございましたら、積極的に挙手いただければ

と思います。 

 

 

 

 

□１：佐渡と新潟市を結ぶ橋か地下トンネルで結ぶ様な考案もあったらしいですが。 

●今の話は、佐渡と新潟市の間をフロート、海に浮かんでいる状態の橋でかなり頑丈なもの

です。下から土台を全部コンクリートで橋を作るのではなくて、フロートの橋を作るという

構想は、前から時々出てきています。 

しかし、実際には船がたくさん通りますし、鯨にも邪魔になるでしょうし、８０km くら

いあるわけですから、構想としては面白いのですが、今の技術や予算のレベルからいくと、

ちょっと無理だと思います。 

 

 

□２：せっかくの機会ですのでお伺いしたいと思います。知事の時代にメタンハイドレート

の話はなかったでしょうか。 

●まだありませんでした。 

あれば面白かったです。 

□２：もう１つ、今日おっしゃられた、天然ガスを地下に貯蔵するという構想だったとお伺

いしましたけれども、どのように貯蔵されるのですか。 

●昔、天然ガスが入っていたわけで、そこから取ったのです。ですから、そこにもう一回上

から天然ガスを注入していけば、そこに保存できるということです。それを、石油資源開発

公団が結構研究していまして、当時かなりの確率で可能性が高いという状態でした。従って、

さきほどのサハリンからの天然ガスをパイプラインで持ってきて、新潟の地下に埋めよう

ということを、私が国の方に言うことに対して、内々に石油資源開発公団は「もっと言って

ください。」といって私に発破をかけてきていました。その裏付けは、その技術がおそらく

あるという見通しがあったからです。その後全く聞かないです。どうなったのでしょうか。



ですから地下はまだ空いています。 

 

 

□３：サハリンの天然ガスパイプライン構想ですが、実現できたとしても、今現在、ロシア

に近づくことをアメリカがなかなかよしとしないのではないかと思います。構想と現実と

のギャップがあるのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

●その事ですが、現状まできちんと抑えてはいませんが、ロシアの天然資源であるサハリン

の１、２に開発の関係で入っている資本、それはアメリカの資本であり、日本の商社の支援

です。丸紅・伊藤忠・三井物産・三菱商事、この４社が絡んでいるわけです。サハリン１・

２で分かれて２社ずつ。アメリカの大手の石油会社がそこに中心になって入っているわけ

ですから、そのことについては、私あまり気にしたことはないし、問題になるというふうに

当時は思っていませんでした。おそらく今もならないと思います。 

ただ、今は、パイプライン構想は間宮海峡を渡ってロシアに入って、そこから中国にいっ

ているのだと思います。ですから、いまさら日本海に来るって事はもうないかもしれない。

さきほど言った途中でエネルギー安保をやるだけの必要性は、中国側にはないかもしれな

い。１番欲しがるのは中国だと最初から分かっているのです。毎年必要エネルギーが増える

ということは、増加分を毎年確保する必要があり、我々は横ばいですからなかったのですが、

一方で中国は大変でした。だから中国が取る分にアメリカがロシアとの関係に文句を言う

ことは本当はないのです。元々、アメリカは自分のところの資源はできるだけ温存しながら、

他の所に投資をしてエネルギーを確保しようという国際戦略をとっていましたから、その

こと自体はあまり気にしたことはなかったです。 

 

 

□４：たしか記憶では、先生は平成４年に五頭山に登られて、歌を詠んだ石碑をあげた覚え

があります。その後地元に帰って、ピアノを弾かれたということも覚えておりまして、ぜひ

また五頭、村杉温泉においでいただきたいということで、１つピーアールさせていただきま

した。 

●五十嵐村長にだまされて、五頭山に登りました。私は村長が「私だって登るからたいした

ことない。」と言うので、一緒に登るのだと思って行ったら、なんてことない、彼は山を登

らないのです。「下で私は熱燗用意して待っていますから。」って言ってそれで登りました。

あのときの鍋はおいしかったです。 

★ちょうどお時間となりました。 

これを持ちまして第１部の講演を終わらせていただきます。平山顧問ご講演ありがとう

ございました。 

 

 



【司会】 

 お時間となりましたので、第２部の講演に入りたいと思います。海上自衛隊舞鶴地方総

監・中尾剛久海将からご講演を頂戴します。 

 中尾舞鶴地方総監におかれましては、防衛大学校を第２９期でご卒業されました。昭和６

０年３月海上自衛隊に入隊されまして、海上幕僚監部装備需品課長、舞鶴の第４術科学校長、

海上幕僚監部総務部長、同じく海上幕僚監部装備計画部長など多くの要職を歴任、ご活躍さ

れておられます。平成２９年１２月に現職の海上自衛隊舞鶴地方総監に着任されておられ

ます。 

それでは中尾総監、ご講演よろしくお願いいたします。 

 

【講師】 

 海上自衛隊舞鶴地方総監の中尾です。 

 まずは新潟港の１５０周年、誠におめでとうございます。また、本日の防衛問題セミナー

にお招きいただきまして、誠にありがとうございます。第１部の平山先生のように流暢なお

話はできないとは思いますが、精一杯務めさせていただきますので、よろしくお願い致しま

す。 

 私は舞鶴地方総監ということで、普段は京都府の舞鶴市におります。この新潟市には、私

の隷下にあります新潟基地分遣隊という部隊があります。人数にして数十人の非常に小さ

な部隊で、船や飛行機を持っているわけでもないので、非常に目立たないかもしれません。

そもそも海上自衛隊というのは、海を舞台にして活動しておりますので、なかなか皆様のお

目にかかる機会がないということで、非常に馴染みのない存在ではないかと思います。例え

ば今日、私は制服を着ておりますが、これは海上自衛隊の制服です。なかなか目にする機会

はないと思います。 

 今日は演題では「日本海をマモル！」ということで、海上自衛隊の日本海の防衛態勢とい

うことでお話をさせていただきますが、なかなか日本海というところにフォーカスしてお

話をするというのは難しいところです。まず海というところから、海上自衛隊という組織に

ついてご理解いただいて、周辺情勢等をお話していきます。主題ですが、海上防衛力の役割

と海上自衛隊の組織編成というところから掘り起こしていきたいと思います。その後、周辺

諸国の情勢として北朝鮮・中国・ロシアについてお話します。続きまして、海上自衛隊の活

動をお話します。我が国の領域および周辺海域の防衛です。それと最後に新潟の地区にも非

常に関係がありました災害派遣についてお話をさせていただきます。 

先ほど、司会の方から丁寧な紹介がありましたので、簡単に申し上げます。今年で５６歳

になり、今、舞鶴地方総監になりまして、１年数ヶ月が経ちました。出身は鹿児島県です。

昭和６０年３月に海上自衛隊に入隊し、今年で３４年目になります。防衛大学校時代を含め

ると、３８年目で、身も心も細胞のひとつひとつが海上自衛隊でできていると言っても過言

ではないかと思います。この経歴の中で、ひらがなで書いてあるところ、これは艦艇、船の



名前になります。この後、専門の職域という所に分かれていきまして、私の場合は、経理・

補給を専門とする後方職域を主な専門としてきました。ひとつ特異な経歴としましては、平

成４年９月なのですが、この時はカンボジアのＰＫＯが始まった年であり、この時に陸上自

衛隊を運んでいった第１輸送隊の隊付として勤務しました。というのも、隊から離れて先回

りをして単身でカンボジアに行きまして、入港調整をして船が来るのを待っていたという

経験をしました。非常に以後の海上自衛隊の勤務をするにあたり、この時一等海尉でありま

したが、もう何も怖いものもないという感じで経験をさせていただきました。これは良い経

験ができたと思っております。では、早速本題に入りたいと思います。 

最初は、海上防衛力の役割と海上自衛隊の組織編成ということですが、そもそもの海洋の

役割、海洋とは何なのかというところからお話をしたいと思います。海洋の役割については、

これが国や社会に対して及ぼした影響・役割という観点で考えますと、４つの役割があると

考えられます。第１には輸送路としての海です。低コストで大量輸送が可能な船舶の海上交

通路としての海。これが第１の役割です。次に情報の経路としての海です。かつては遠方の

国外の情報を得ようとした場合には、船に乗った人が行き来して、書物や口頭での媒介で伝

えられていました。しかし、今では、海底ケーブルを通じて大量の情報がやり取りされるよ

うになっております。特に日本の周辺、それから東シナ海の周辺は、非常に海底ケーブルの

設置が密なところであり、海というものがこういったところでも、非常に重要なものになっ

ているということがわかると思います。３番目は資源産出の場としての海です。昔は単に魚

を捕るということが資源としての活用だったわけですが、その後石油や天然ガスといった

天然資源、あるいは先ほども少し話が出ましたが、今後はメタンハイドレートと言われるよ

うな新たな天然資源。それとまだ他にも、潮流による発電ができるといったこともあり、海

そのものを資源とすることもできるようになっていくし、今なりつつあると思います。４番

目に、これは言わずもがなのことですが、防壁、あるいは攻撃の経路としての海です。ここ

が我々の１番関係するところですが、我が国にとって海は、他国からの侵攻を防ぐ、まさに

防壁の役割もあります。そしてこれからもそうであると思います。このように海はただの潮

水がたまった、池の様なものではなくて、色々な役割を担っているということがわかると思

います。 

これは我が国の対外依存度ということでお示しします。海上貿易によりまして、我が国に

必要な輸出量の９９．７パーセントが海上貿易に頼っているということです。それから各資

源についても、原油・石炭・鉄鉱石、ほとんどのものが外国から入ってくるということにな

っております。我が国の繁栄の基盤としての海洋の重要性というのは、言わずもがななこと

ではありますが、まさに我が国の生存と発展のためには海洋の安定利用の維持が死活的に

重要と言えるとわかっていただけると思います。 

これは海上貿易における東南アジアの重要性ということで、この円グラフ１つ１つの大

きさが、その港の取り扱いコンテナ量になります。世界のコンテナ取扱量上位１０港とあり

ますが、上位十傑の内の９港までが東南アジアの、特に中国が多いです。ちなみに円グラフ



の中の白い小さい円があると思いますが、これは１９８３年当時のコンテナの取扱量です。

青の大きなものが２０１５年のもので、爆発的に東南アジアでの各港での取扱量が増えて

いる。その分、海洋を交通路として活用されているということがわかるのではないかと思い

ます。 

その海洋を使って活動する防衛力である海上防衛力ですが、この特性とは何なのかとい

うことについて、少しお話をさせていただきます。 

海洋の持つ特性、それから公共財としての性格から、一般的に海上防衛力は次に示すよう

な特性があると言われております。理解のためには、水上艦艇、いわゆる軍艦というものを

思い浮かべていただければと思います。第１に、多様な任務に対応できる多目的性。第２に

事態の推移に応じた行動ができる制御性。第３に海洋を利用して行動できる機動性。第４に

国家の意思を表現できる戦力投射能力。第５に他国の主権を侵すことなく近接できる近接

可能性。第６に国家主権を代表する象徴性。最後に長期間にわたって行動できる持続性です。

これらの特性は必ずしも同列に扱われるものではありません。どちらかというと、２番目に

申し上げました制御性、言い換えれば柔軟性で表現することもできるかと思います。海軍力

とは非常に柔軟な能力を持っているということが言えると思います。その海上防衛力の特

性から、その役割とは何なのかを見てみます。一般的な言い方ですが、海上防衛力とは次の

３つ、防衛的役割、それから警察的役割、さらには外交的役割を持っていると言われており

ます。 

まず、防衛的役割ですが、これは海上防衛力が本来持っている役割で、他国からの侵攻を

抑止し、抑止に失敗した場合はこれを排除するという役割です。平素の場合は監視、それか

ら有事になった場合は武力攻撃事態対処ということになるかと思います。 

そして次に外交的役割というところですが、これは国家の対外政策の一手段としての役

割です。例えば、艦艇が親善目的で他国を外国の港湾に寄港する。あるいは練習艦隊などが

ありますが、そういったのが初めてどこかの港に入る、どこかのあまり仲良くはないところ

だけれども、今後いろいろ関係を構築していかなくてはならない国に入港する。これは非常

に相手国にとっても受け入れやすい親善訪問ということになります。そういう所で、国家の

外交的役割の一部を担うという機能もあるということです。逆に、昔は、今だとあまりあり

ませんが、砲艦外交と言われているような、示威的行動で入港する、あるいは近くを遊弋す

るということもあったかと思います。 

警察的役割というのは、どちらかと言うと海上保安庁が担っている役割ですが、我が国の

海上権益を確保しつつ秩序を維持する役割で、我々がやっている活動としては、海上の対処

行動、それから平成１１年にありましたが、海上警備行動も、この警察的行動に入ると思い

ます。２つ３つが一緒になって目的の達成のために高度な役割を担うということが多いと

思います。 

次は、現在の海上自衛隊の主要装備品です。左上にあるいずも型の護衛艦。これは皆様も

ご存知だと思いますが、基準排水量が２万トン近くある海自最大の護衛艦です。ヘリコプタ



ーの搭載機数は現在、基本的には９機ですが、任務に応じて最大１４機まで搭載でき、５機

を同時に運用できる能力を持っています。それだけでなく、通信能力や、それから医療関係

の能力もかなり高いものがあり、司令部機能が充実しているということも相まって、災害派

遣の時には非常に活躍できる能力を持っている艦艇であり、装備品であります。その他にも

弾道ミサイル防衛で有名なイージス艦や、それから世界的に能力が高いと言われている潜

水艦、それから去年の年末から少し世間を賑わしているＰ－１哨戒機もあります。 

次に、海上自衛隊の編成です。海上自衛隊は陸上自衛隊・航空自衛隊と並びまして、防衛

大臣の指揮監督下にあります。大臣はその下の組織である海上幕僚長を長とする海上幕僚

監部の補佐を受けて、海上自衛隊の部隊を指揮しています。最も大きな部隊で、海域を特定

せずに機動的に運用される自衛艦隊というものがあります。ここがほぼ全部の護衛艦と、潜

水艦、航空機を持っております。機動的に周辺海域全て、つまり全世界を活動エリアとして

活動するのが自衛艦隊です。そのほかに、私が預かっている舞鶴地方隊を含めて、５つの地

方隊があり、ここでは動き回る自衛艦隊の補給や、整備などの後方支援にあたるのがメイン

のミッションになります。それから人事です。人のケアといったところを担当しています。

そのほかに、教育集団、練習艦隊といった、航空機の搭乗員あるいは艦艇の乗組員を教育す

る部隊。それから、陸上において術科といわれるそれぞれの技量の腕を磨かせる教育をする

ための学校がいくつかあります。それと後方全体を統括する補給本部があり、これで海上自

衛隊が編成されているということです。全部で人数的には約４万５千人という定員ですが、

現在充足率が９３パーセントで、自衛官は４万２千人ぐらいで、あとは事務官が３千人足ら

ずで組織を回しているということです。ちなみに部隊を動かそうとした時には、海上幕僚監

部が直接指示をするのでなくて、運用についてはすべて統合幕僚監部から直接自衛艦隊に

指示がある。あるいは、地方隊に指示があるというシステムになっております。 

これは自衛艦隊の編成です。全て護衛艦隊司令官、航空艦隊司令官、潜水艦隊司令官と、

いずれも海将が指揮を執っております。 

自衛艦隊の隷下は約２万人おりまして、護衛艦隊の隷下には第一護衛隊群から第四護衛

隊群まで、１つの群に水上艦艇が８隻あり、合計３２隻がメインの勢力になります。ほぼ海

上自衛隊の水上艦艇の戦力の大部分を占めております。 

次に、航空集団司令官は、固定翼の P－１哨戒機あるいは、P－3C 哨戒機、それとＳＨ－

６０Ｊ／Ｋといった回転翼哨戒機を装備した航空群というものを隷下におさめて、それぞ

れ指揮をしているという状況です。 

潜水艦隊は、第一潜水隊群、第二潜水隊群というものが、呉と横須賀にあり、約２千名の

規模です。潜水艦は今までは数が少なかったのですが、現在増やして、まもなく１９隻とい

うところです。最終的には２２隻まで増やすところです。ちなみに護衛艦は今４７隻なので

すが、今の防衛大綱では５４隻になる予定です。こちらは航空機ですが、今１６０機くらい

だったと思いますが、最終的には１９０機ぐらいにする予定です。 

これは地方隊の編成です。先ほど申しましたように、実力部隊のほとんどはこの自衛艦隊、



横須賀に所在する自衛艦隊司令部が握っています。そのほかに、各警備区というものを全国

で分けて、それぞれ警備区を担当する部隊として、私が預かっている舞鶴地方隊については

京都府の舞鶴市に所在し、担当のエリアが決まっていて、秋田から島根までのほぼ日本海側

沿岸ということになります。秋田から島根まで直線距離で約１千 km です。でも、海岸線を

ずっとなぞっていきますと３千８百 km あり、どちらかというと対岸の北朝鮮の方が近いく

らいのエリアになります。ちなみに海上保安庁はこのエリア、第２管区、第９管区、第８管

区というところが、我々のカウンターパートとしていろいろな調整をしているところです。

このエリアは、過去にもやはり北朝鮮の関係があり、平成１１年には初めての海上警備行動

ということで能登沖の不審船事案というものがあり、北朝鮮の弾道ミサイルの発射が繰り

返されたエリアです。いま南西の東シナ海というところがホットでありますが、日本海もあ

まり目立たないのですが、非常に注目・注意が必要なエリアであると思っております。 

続いて、周辺諸国の情勢ということで、代表的な３つの国についてお話をしたいと思いま

す。北朝鮮がミサイルの発射した状況です。北朝鮮は過去６回の核実験を実施しています。

それと皆様の記憶に残っていると思いますが、度重なる弾道ミサイルの発射をしています。

特に２０１７年は多くの新型弾道ミサイルを発射した年でした。スカッドＥＲというＳＲ

ＢＭ、短距離の弾道ミサイルを発射した。しかも４発同時に発射したという事例になります。

２０１７年の３月６日です。そしてその後、８月と９月にはＩＲＢＭ級の弾道ミサイルを発

射しました。約３千 km 以上、実際は約５千 km 飛ぶであろうという火星１２号という弾道

ミサイルです。そして１１月に、着弾したのは日本のＥＥＺなのですが、ロフテッドという

打ち方をしたと言われていますが、火星１５号と呼ばれています。約１万 km 飛ぶというこ

とで、アメリカ本土に届くミサイルを撃ったということです。これを最後に今のところ 1 年

以上、北朝鮮は弾道ミサイルを撃っていません。しかしながら、現時点においても北朝鮮は

我が国を射程に収める弾道ミサイル、数百発あると言われていますが、それを保有して実戦

配備しているという事実は揺るぎません。今でも我々の態勢は緩んでおりませんので、弾道

ミサイル防衛のために出動できる態勢を整えているというのが現状です。これは北朝鮮の

ミサイルの説明になります。先ほど申し上げた、火星１２号。これがグアムを射程に入れる、

５千 kmぐらいのレンジを持っています。それから火星１４号。これは約５千５百 kmです。

５千５百 km ですと、ＩＣＢＭ、大陸間弾道ミサイルと呼称されますが、それくらいの能力

を持っています。最後に撃った火星１５型は、約１万 km のレンジを持っているということ

で、完全にアメリカ本土に届くレンジを持っています。そういうミサイルをもう実戦配備し

つつある、しているかもしれないということです。ただ北朝鮮については、先月行われた第

２回の米朝首脳会談の状況で、皆様ご承知のとおりと思いますが、共同声明もなかったと言

われています。それから両国の会談内容にも齟齬があると言われています。会見内容に齟齬

があるということで、どう判断すればいいのか、というところもありますが、いずれにして

も先ほど申し上げたとおり、我が国に対する核と、それから弾道ミサイルの脅威というのは

いささかもなくなっていません。低下していないということは忘れてはいけないことであ



ると思います。一方で、最近の北朝鮮の活動として非常に注目しているのが、船舶間移転、

「瀬取り」と一般的に言われます。２０１７年の８月くらいから、国連の安保理が北朝鮮に

対する制裁決議ということで、禁輸とまでは言いませんが、非常に制限されたものしか、燃

料等の輸入を認めないということになりました。それ以降、北朝鮮は中国の沿岸や、朝鮮半

島の沿岸で港に入ることなく洋上で、船同士を接岸して、禁制を破った形で石油精製品等を

移管して輸入していることが分かっていたので、これに対して、今のところ日米を中心に監

視をしています。当初は白昼堂々とやっていた例もありましたが、今はほとんど真夜中にこ

っそりとやっているというのが現状です。いろいろな情報を得て実施しておりますが、なか

なか掴めないということがあります。今ここに表示されています１１の例については、これ

は既に公表されている例で、こちらの写真もすべて公表案件ですので、実際にこんなことが

行われているということは、ご理解いただけるかと思います。今は日米が中心で実施してい

ます。中心の海域は東シナ海になります。ただし、東シナ海だけではなくて、それらがだい

ぶ抑えられるようになってきたので、より中国の沿岸に近い海域や、朝鮮半島の東部・北側、

北東部などの情報もあるように聞いております。いずれにしても、日米が中心と申し上げま

したが、多国間で１年くらい前から実施して、イギリス、カナダ、ニュージーランドという

国も期間は限定的ですが、航空機を出したり、艦艇を出したり、一緒になって瀬取りの摘発、

監視を続けている状況です。今はフランス海軍が船を派出してくれている状況です。 

これは新潟の方たちにも少し関心があることかと思いますが、北朝鮮の木造船の漂着状

況です。今年に入り既に島根県で２回、青森県で１回、漂着をしている状況です。金正恩氏

は黄金の海、日本海のことらしいですが、そこで魚を捕れと奨励をしています。今貿易が経

済制裁で非常に疲弊している中、だいぶ沖の方まで小さな木造船で進出して魚を捕る、漁業

をしているようで、その結果難破したり、漂流することで、その漂着する木造船の数が増え

ているという状況のようです。２０１６年には６６隻ありましたが、去年２０１８年には２

２５隻となっています。これも非常に注目していかなければならない状況であると聞いて

います。 

続きまして中国について申し上げます。中国は共産党の安定的政権を維持するために、中

華民国の偉大な復興、いわゆる中国の夢の実現を目標にしています。そのために、一帯一路

構想を進めることによって経済成長や国際影響力の拡大を続けています。一方で軍事力に

ついては、これらがまた影響してということになりますが、国家の領土主権、及び海洋権益

を確固としてというようなことも行って、軍の近代化、それから新しい装備を次々に作って

おり、統合運用は我々よりも先に進んでいるところもあります。新しい防衛大綱を今度作り

ましたが、その中で宇宙・サイバー・電磁波の分野が強調されています。多次元の防衛力と

言われていますが、中国はその前から宇宙・サイバー・電磁波の分野には注力していまして、

非常に高い能力を備えつつあります。中国の軍の戦略についてです。３段階の発展戦略を２

００８年に国防白書の中で発表しています。２０１０年ぐらいまでに基礎的な構築を終え、

２０２０年に機械化の実現、情報化建設の発展を目標にしていて、この２００８年の段階で



は、２１世紀の中期までに国防と軍の近代化を終えるような表現になっていました。しかし、

昨年１０月の党大会において、２０３５年には国防と軍の近代化を基本的に達成して、２１

世紀中期には人民軍を世界一流の軍隊にするというように、若干前倒しのような、自信を持

った言い方に変わっていると思います。時間を追って見てみると、２００８年最初に国防白

書を出したときには、外洋展開の活発化ということで、西太平洋にまで出てきて行動するこ

とが多かったです。２０１０年、基礎的構築ができたところで、南沙諸島、スプラトリーの

スカボロー礁における強力的な外交、それから建設等を始めるのです。それから、尖閣周辺

海域において活動を活発化し、２０１３年には東シナ海の防空識別区を設定し、防空上、あ

るいは艦艇もそんな感じですが、活動の１つの目安にしているという感じになります。その

後も、インド洋の潜水艦の進出や、南沙諸島については人工島をどんどん建設して、軍事力

を強化している。この辺の海がほとんど中国のものになりつつあるのが現状だと思います。

具体的に、海上戦略の近代化というところから見てみると、新型の潜水艦については現在の

時点で４５隻あり、我々日本の潜水艦は１７隻です。それから、駆逐艦・フリゲートといわ

れる水上艦艇については、既に５４隻になっており、日本は４７隻です。空母は遼寧の他に、

国産１番艦が既に公試に入っていて、まもなく今年中には就役するだろうと言われており

ます。その他にも、ルーヤンⅢ級という最新鋭の中国のイージス艦と言われる船がどんどん

就役していますし、さらに大きな１万トン級のレンハイ級と言われる駆逐艦と言うよりも

巡洋艦と言われるくらいの大きさの船も、既に２隻くらい建造にかかっているという状況

です。そのほかに、中国の場合は海上権益の擁護のために海上民兵を活用し、海警と言われ

る海上保安庁に相当する組織を軍の指揮下に置くなどしていますので、これらに対する対

応も必要で、中国の海上戦力というものはいろいろな意味で非常に対応が難しい組織にな

りつつあります。 

中国の諸活動の回数を他の面から見てみます。尖閣周辺における中国公船の領海侵入の

回数は２０１３年の５４回が今のところを最大ですが、その後もあまり変化はなく、年間３

０回月２回以上のペースで領海侵入を繰り返しています。それと中国機に対する航空自衛

隊の緊急発進、スクランブルの回数は２０１６年度に８５１回という過去最多の回数を記

録しました。もう１つ中国の航空機が沖縄本島と宮古島の間の沖宮間と言われる我々の領

海ではない公海部分があるのですが、そこを通過する回数が、２０１３年の７月以降格段に

増えています。外洋における活動が増えることは、それだけ力をつけて来ているということ

です。中国におけるプランの活動とは、これは独自に領有権を主張している島嶼やその周辺

の海空域、これらの各種監視活動や実力行使により、自国の領有権に関する主張を強めるこ

とが狙いの１つであるのではないかと思われます。我々は引き続き、彼らの関連の行動に注

目している訳です。主に東シナ海における中国軍の活動ですが、先ほど申し上げました沖縄

本島と宮古島の間の沖宮間は海道になっていて、まっすぐ南に下ればグアムに着きます。南

西の方に行けば、台湾を一周まわって帰るような行動をします。おそらく台湾に対する、脅

しと言うか、示威行動だと思います。一方でこのまま北上して、紀伊半島の近くまで行って



帰って来るという行動もしています。こうした行動をするのは爆撃機が多いのですが、Ｈ－

６という爆撃機があり、これが装備しているＤＨ－１０と言う巡航ミサイルは射程が約１

５００km ありますので、非常に危険と言うか、注目しなければいけない動きです。これも

自衛隊としては掴んでおりますので、注目して見ているということです。 

その他にも尖閣諸島の領海を中国の潜水艦が潜没状態で入るというのは、国際法上違反

です。あるいは、新潟に関係することで言えば、日本海の軍用機の進出。それから、次に申

し上げますが艦艇、水上部隊の進出というものも段々顕著になってきています。これが日本

海を通過した中国海軍の航空機・水上部隊の状況です。この最初の２０１４年、あるいは１

５年くらいまでは、外洋進出の回数自体はそれほど多くありませんでしたが、２０１６年を

境に急激に増えています。今までは本当に東シナ海、あるいは太平洋というところでやって

いたのですが、最近は本当に日本海に来ることが多くありました。今年の２月の中旬ですが、

ミサイル駆逐艦と３隻が日本海に入っております。ルーヤンⅢ級という最新鋭の中華イー

ジスとジャンカイⅠ級というミサイルフリゲートが２隻、日本海を動き回りました。このと

きは我々も動静を把握するということで、しばらくバタバタしました。 

以上が日本近海の話ですが、中国は自国の周辺だけではなくて、全世界中にいろいろな手

を伸ばしつつあります。１つの例としては、ジブチに海軍の基地を建設しました。ジブチに

は日本の拠点もあります。規模からしても全く違う、非常に大きな拠点に基地を構えており

ます。格納庫や駐機場があるということですので、当然ヘリ等も装備し、艦艇への支援とい

うのも着々と進めていくのだろうと思います。過去から南シナ海というのは非常に紛争が

多発しておりました。周辺諸国がいろいろな施設あるいは人等配置しているエリアでして、

非常に錯綜している。ここに九段線というものがありますが、中国がここは自分たちの海だ

と言い出して、国際裁判所からはそうではないと指摘されているのですが、未だにそんなこ

とはお構いなしにいろいろな事をやっています。口では南シナ海で軍事化を追求する意図

はないと言いつつも、南沙諸島のスビ礁、ファイアリー・クロス礁、ミスチーフ礁、ここで

は３千ｍ級の滑走路を持つ基地を既に建設しています。３千ｍ級の滑走路とは、大型の航空

機でも離発着できる位の大きさですので、そこにミサイルを配備したり、レーダーを設置し

たりということで軍事施設としての既成事実化を進めているというように諸外国は見てい

ます。中国の潜水艦は、インド洋に進出しております。かなりの隻数が行動しています。中

国もソマリア沖のアデン湾等で海賊対処行動を自国のものとして行っているわけですが、

そこに潜水艦を派遣するということで、海賊対処に潜水艦を使っているということを言っ

ているようです。いろいろな理由をつけて近海、南シナ海や東シナ海だけでなく、太平洋・

西太平洋それからインド洋にまで潜水艦を派遣しているという現状があります。 

最後にロシアについて簡単に申し上げます。ロシア海軍のボレイ級という潜水艦は最新

鋭のＳLＢＭミサイルを装備しており、既に太平洋艦隊に配備されているという状況です。

一頃、ソ連が崩壊してから非常に経済状態が良くなかったので、ロシアの海軍の活動は低調

でした。ほとんど昔のソ連とは見る影もないほどの状況でしたが、最近はそうではなくなっ



ていまして、経済が上向きになったということもあるのでしょうが、いろいろな演習や装備

品の更新が非常に進んでおり、最新鋭のものを極東に装備するようになってきています。そ

して演習をはじめとする活動も活発化しており、今までのある意味、油断していたわけでは

ありませんが、南西方面の中国の活動に気を取られて、あるいはそちらに力を入れている間

にロシアも着々とまた力を復活させてきているというのが現状です。特にオホーツク海の

周辺については、ロシアは潜水艦にとっての聖域にしようとしているところだと思うので

すが、北方四島をはじめとして、ペトロフスクやウラジオストク、その近辺に様々な新型の

装備品、ミサイルから航空機まで配備しており、入ってこられないような状況にしようとし

ているのだと思います。これも非常に注目しなければいけない状況になっております。 

次に、海上自衛隊の活動について申し上げます。海上自衛隊の活動は、我が国の領域及

び周辺海域の防衛、それから海上交通の安全確保、より望ましい安定した安全保障環境の構

築という３つの事項を達成すべき戦略目標として活動をしております。最初に我が国の領

域及び周辺海域の防衛のための活動ですが、これは平時においては、今までも言ってきまし

たが、周辺空海域における常続的な警戒監視を維持するということが第１になります。海域

としては、日本海を含みますが、東シナ海それから北海道周辺海域を３６５日２４時間、航

空機ないしは水上艦艇が走り回って何処に何がいるかというのを把握しようと務めている

ということです。この範囲内に何処に何がいるのか、何をしようとしているということが分

からないと非常に不安になりますで、何処に何がいる、どういう行動しようとしているとい

うのを把握するために、警戒監視は極めて重要な任務です。警戒監視は実施しつつ、これを

我が国独力でやると言うのは非常に難しい。相手をある程度抑制しなければいけないとい

うことで、その連携相手になるのがアメリカです。海上自衛隊は米海軍と非常に太いパイプ

を持っていますので、いろいろな訓練を重ねてきました。その１つが日米共同の訓練や巡航

訓練。近くにいるので一緒に走っていろいろな訓練を実施して、周りの海軍に見せるという

のが抑制策の１つとなっています。平成２９年における日米共同の巡航訓練、あるいは訓練

の状況です。かなりの回数やっておりますので、諸外国から見たときに、海上自衛隊と米海

軍の絆の強さを、あるいはインターオペラビリティーという相互作戦能力は、相手にとって

は非常に注目すべきものになっているのだと思います。もう１つ、海上保安庁との連携強化

です。海上保安庁は警察組織です。我々はある意味軍事組織ということで、役割が違うとい

うこともあり、十数年くらい前までは余り連携していなかったのですが、先ほど申し上げた

ような、いろいろな東シナ海の情勢や、日本海もいろいろな船が遊弋するようになってきた

ということになりますと、お互い情報交換をした方が絶対得だということになりました。今

でも、船舶のお互いが掴んだものの情報交換は進めており、対応状況の把握能力を向上させ

るということで、これをただ単に情報交換だけでなくて、災害派遣や捜索救難といったもの

にも活用できるレベルにまで達しています。警戒監視についても、時々、原子力災害までも

見越した形でも行っていますが、お互いに訓練をしているという状況です。 

海上交通の安全確保のための活動です。これは、いわゆるオイル流通です。ここを日本が



独力で守るということは困難です。それから、アメリカに頼んでも、アメリカと日本だけで

も困難です。そのため、親善目的あるいは訓練目的でいろいろな港に入っています。それは

練習艦隊や、海賊対処部隊が行き帰りするときに戦略的に寄港して、良い関係を作っていく

ことによって、この辺の海を自由で開かれたインド洋にしていく一助になると考えており

ます。 

これは皆様もご承知と思いますが、ソマリア沖アデン湾での海賊対処行動の状況です。今、

水上部隊、護衛艦 1 隻、それから航空部隊としてＰ－３Ｃが２機、それを支援する支援隊が

ジブチを中心として、アデン湾で活動をしております。場合によっては１５１連合任務部隊

と言う海賊対処行動を束ねる多国籍部隊の司令部にも人を出しております。これはアデン

湾を航行する飛鳥Ⅱの船長さんから、海賊対処部隊に宛てられた手紙です。小さくて読みづ

らいかと思いますが、非常に安心感を持ってもらっているということが分かる手紙で、暑い

中頑張っている部隊にとっては、非常に励みになるメッセージであったと聞いております。

これは先ほど申し上げました１５１連合任務部隊の司令官をやっておりました、第３回、昨

年の３月から６月まで行きました、第３護衛隊群司令の海将補です。このときの司令部の構

成は多国籍になっており、司令官が日本の時は、日本が多いのですが、その他にもいろいろ

入っている。直接指揮を補佐してくれる参謀長的な存在の人は、イギリスの方であると聞い

ています。定期的にこれから先も海上自衛隊から司令官を出すことになるだろうと思って

おります。 

最後に目標ですが、より望ましい安定した安全保障環境の構築のための方策です。海上幕

僚長等のハイレベルの協議を数多く実施しています。全世界にわたって、これを１つ１つや

ることによって、日本に対する理解、海上自衛隊に対する理解を得るということになると思

います。 

その中の１つの具体例として、日米英の３カ国の海軍の参謀長の会議を行いました。２０

１６年１０月です。これはあまり目立たないかもしれませんが、実は画期的なことであると

思っていまして、この３人が集まったことによって、今後の訓練やいろいろな戦略的な対話、

あるいはいろいろなレベルでの協議というものが進んでいく事になると思います。故に、お

そらく瀬取りについても３カ国が参加してきていると私は理解しています。 

それから東南アジア諸国が中心なのですが、能力構築支援というものを行っています。こ

れは能力が十分でない諸外国の軍隊に対して、その能力を底上げするお手伝いをするとい

うことです。特にＡＳＥＡＮ諸国に対しては、いろいろなセミナーや、研修等の受け入れを

通じて、良好な関係を構築し、いろいろな能力を持ってもらうことによって、安定的な海洋

利用ができるような環境を目指して作っているということです。１つの例として、フィリピ

ンへの航空機譲与です。ニュースにもなりましたのでご存じかと思いますが、ＴＣ－９０と

いう練習機５機をフィリピンに譲渡しました。加えて、パイロットの教育、整備の支援、整

備のやり方を日本のＯＢを中心とした会社に行ってもらうということです。元々フィリピ

ンは、アイランダーという古い航空機を６機しか持っていなくて、洋上の監視能力が非常に



低いのですが、このＴＣ－９０を渡すことによって、それを活用して洋上監視をしてもらい、

彼らもフィリピン近海の洋上監視ができる。その結果、我々にも利があるということになり

ます。こういったことが、能力構築支援を行っている主な理由です。 

より望ましい安定した安全保障環境の構築の最後は災害派遣です。国際緊急援助活動も

古くから、１９９９年のトルコでの地震への仮設住宅を持って行ったのが皮切りになるか

と思いますが、その後も大災害が起きるたびに、いろいろな部隊を派遣して、復興・復旧の

支援をやっているところです。 

最後に新潟関連の我々の活動について申し上げます。平成１９年７月の新潟県中越沖地

震のときは海路から柏崎港に海自艦艇が入港しまして、生活用水の給水支援、岸壁から艦艇

に備え付けているボイラーを利用した仮設浴場による入浴支援、食料や毛布といった支援

物資の輸送を実施しました。救命用いかだを浴槽にして、船のボイラーで沸かした水を入れ

て、その中に入っていただくという入浴支援をしました。当時の写真ですが、救援物資を輸

送している状況です。真水については、船の真水を陸上自衛隊の給水車に給水して、各地に

届けられたと聞いております。これは平成２８年９月に新潟で実施した海上防災フェスタ

の状況です。このときは護衛艦「ひゅうが」を派遣して、洋上でのＳＣＵ（災害時などに臨

時に設置される医療施設）的な運用も含めて、医療根拠地あるいは収容訓練等も実施し、当

時の泉田知事にも非常に評価していただいたと聞いております。つい先日、３月９日にも京

都府の主催ですが、舞鶴の北吸岸壁で同様の訓練を行いました。３０あまりの防災機関に集

まっていただき、非常に良い訓練ができたと思っております。 

最後にひとつだけ申し上げたいと思います。我々は中国・北朝鮮・ロシア、あるいは自然

災害ということに対応していく。非常に大変なのですが、もっととんでもない敵がいるとい

うことをお話したいと思います。それは、募集適齢人口の低下と言うことです。１８歳から

２６歳の人口が非常に少なくなっていく。有効求人倍率も、最近は景気が良いので上がって

きている。それに応じて自衛隊に入ってくれる応募者数も非常に下がってきている。ここ３，

４年、目標の人数に新しい隊員を確保できていないというのが現状です。何が起きるかと言

いますと、活動したくてもできない状況が起きる。船はあるけど人がいない、飛行機はある

けど飛ばせないというような状況が、まさに起こってくるのではないかと危惧しておりま

す。これは国全体で考えていただかなければいけない話ではあるのですが、我々が本当に活

動するためにはある程度の人数は絶対必要ですので、これには皆様も含めた、国全体のご理

解が必要だと思います。 

最後に景気の悪い話をしてしまいましたが、これをもって私の話を終えさせていただき

たいと思います。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 



【質疑応答】 

★：司会  ●：講師  □１～□４：聴衆質問者 

  

★ご講演ありがとうございました。ただいまのご講演内容に関するご質問がございました

ら、挙手をお願いいたします。 

 

□１：尖閣諸島ですが、国有化しなければ中国が日本の領土に入ってこられなかったのでは

ないかと思っておりますし、竹島についても、早く軍を送っておけば韓国に占領されなかっ

たのではないかという気もしますし、北方四島についても二島先行を優先させておけば良

かったと思いますし、拉致問題については海上保安庁の関係かもしれませんが、北朝鮮の船

が入ってきて拉致されたわけですから、海軍や保安庁の責任が大きいのではないか、という

ことです。そのようなことを疑問に思っております。 

●ご意見として拝聴いたします。いずれもこうすれば良かったと私の口から申し上げるわ

けにもいきませんし、お答えしづらい話だと思います。ただ我々としましては、起こったこ

とに対して対応していくのが基本であり、特に時の政府の方針に従うのが大前提です。その

辺でご容赦をお願いします。 

 

 

□２：「いずも」・「かが」に多用途運用護衛艦化という話がありますが、「ひゅうが」・「いせ」

でもそういった構想はあるのでしょうか。 

●ありがとうございます。今のところは聞いていません。 

 

□３：総監の座右の銘と、それから統率方針というようなものがあったらお聞かせ下さい。 

●座右の銘と申しますか、不進則退という言葉が大好きです。不進則退とは、進まざればす

なわち退く。これは近思録の中に出てくる言葉と聞いておりますが、進まざるはすなわち退

くということで、進んでいなければ、それは後退しているのと同じという意味だと解釈して

います。実はこの前の配置で、第４術科学校というところの校長をしていたのですが、４０

年前にその学校を設立したときに、もうお亡くなりになられましたが、元衆議院議長の前尾

繁三郎さんが、非常に奔走していただきまして、学校ができたお祝いに頂いた扁額に、不進

則退という言葉が書いてありました。学生に対してはちょっと良い点数を取ったぐらいで

安心せず、しっかりと不進則退の言葉がいうような努力を積むようにと言っていたわけな

のですが、それは我々の組織全体にも当たるのではと思っておりまして、座右の銘と言うほ

どではありませんが、不進則退を、今、好きな言葉と聞かれればお答えする様にしておりま

す。 

それと勤務方針につきましては、精強即応は海上自衛隊の組織としての目標ですのでそ

れを掲げるのと、後は分を尽くせということを行っております。分とは私は役割と考えてい



まして、その役割は固定的なものではなく、そのときの状況に応じて自分が何を役割として

求められているのかを考えてほしいという意味で分を尽くせと言っております。 

 

 

□４：海上自衛隊に関しまして、次の防衛力整備計画ですが、こちらの方で哨戒艦という新

しい艦種が今後配備されるという報道を聞いております。この哨戒艦は、先ほどありました

ように周辺海域でいろいろときな臭くなっておりますが、そちらで海上自衛隊の護衛艦隊

の機動的運用という話がありましたが、哨戒艦に関しましても、そのような護衛艦隊の様に

広域的に運用するのか、あるいは地方隊の方に今ミサイル艇、まもなく退役することになる

かと思いますが、その代替のようなイメージになるのか、まだ運用が確定してないところも

あるかと思いますが、その辺を可能な範囲でお聞かせ願えればと思います。 

●今おっしゃられたことで、大筋、今の方針としては合っているかと思います。先ほどの話

の中で申し上げましたが、周辺海域の警戒監視は我々の重要なミッションであり、それが特

に日本海側、冬場になると非常に波が荒くて小さい船では行動しづらいというのもありま

す。今のビークルではできないところを補うためにも、ある程度の大きさを持った哨戒艦が

必要であるという議論はしてきておりますので、今、ご指摘のあったとおりになるのではな

いかと思っております。 

 

★お時間になりました。本日はお忙しい中おいでいただきありがとうございました。 


